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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１方向に配列された複数のスキャンラインと，
　前記第１方向と垂直な第２方向に配列された複数のデータラインと，
　複数の前記データラインと交差する複数の前記のスキャンラインとにより形成された，
画素電極を含む複数の画素領域と，
　複数の前記スキャンラインまたは複数の前記データラインの入力端に設けられ，前記ス
キャンラインまたは前記データライン各々への信号印加の有無を切り換える複数のオン／
オフスイッチング素子を含む非画素領域と，
　前記画素領域の，複数の前記スキャンライン及び複数の前記データラインを各々含む，
第１平板表示素子パネル及び第２平板表示素子パネルと，
　複数のスキャンラインを駆動するゲートドライバと複数のデータラインを駆動するデー
タドライバと
　を備え，
　前記第１平板表示素子パネルのｎ番目のスキャンラインまたはデータラインと，前記第
２平板表示素子パネルのｎ番目のスキャンラインまたはデータラインとは，前記オン／オ
フスイッチング素子を介して前記ゲートドライバまたは前記データドライバに一つの配線
で接続されていることを特徴とする平板表示ディスプレイ素子。
【請求項２】
　前記オン／オフスイッチング素子は，薄膜トランジスタであることを特徴とする請求項
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１に記載の平板表示ディスプレイ素子。
【請求項３】
　前記薄膜トランジスタは，Ｎ型またはＰ型の薄膜トランジスタであることを特徴とする
請求項２に記載の平板表示ディスプレイ素子。
【請求項４】
　前記オン／オフスイッチング素子を直接駆動するオン／オフスイッチング素子制御部を
さらに備えることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の平板表示ディスプレイ素
子。
【請求項５】
　前記オン／オフスイッチング素子制御部は，前記第１平板表示素子パネルのｎ番目のオ
ン／オフスイッチング素子がオン状態である場合には，前記第２平板表示素子パネルのｎ
番目オン／オフスイッチング素子をオフ状態とすることを特徴とする請求項４に記載の平
板表示ディスプレイ素子。
【請求項６】
　前記オン／オフスイッチング素子制御部は，一つの電気的信号で，前記第１平板表示素
子パネルまたは前記第２平板表示素子パネルの，複数のオン／オフスイッチング素子を同
時に制御することを特徴とする請求項５に記載の平板表示ディスプレイ素子。
【請求項７】
　前記ゲートドライバ及び前記データドライバは、前記第１平板表示素子パネルと前記第
２平板表示素子パネルとを同時に制御することを特徴とする請求項１～６のいずれかに記
載の平板表示ディスプレイ素子。
【請求項８】
　前記画素領域は，少なくとも１つのスイッチング素子を含むことを特徴とする請求項１
～７のいずれかに記載の平板表示ディスプレイ素子。
【請求項９】
　前記スイッチング素子は，Ｐ型またはＮ型の薄膜トランジスタであることを特徴とする
請求項８に記載の平板表示ディスプレイ素子。
【請求項１０】
　複数の前記スキャンライン及び複数の前記データラインのうち，一方のライン数がｎ個
であるならば，他方のライン数は２ｎ個であることを特徴とする請求項１～９のいずれか
に記載の平板表示ディスプレイ素子。
【請求項１１】
　ＳＴＮ液晶表示装置，ＴＦＴ液晶表示装置，またはフィールド順次型液晶表示装置に適
用されることを特徴とする請求項１～１０のいずれかに記載の平板表示ディスプレイ素子
。
【請求項１２】
　データドライバ駆動用信号及びゲートドライバ駆動用信号を発生する制御部と，
　前記制御部から提供される前記データドライバ駆動用信号により，複数のデータライン
に前記データライン駆動電圧を出力するデータドライバと，
　前記制御部から提供される前記ゲートドライバ駆動用信号により，ゲート駆動電圧を発
生し，前記ゲート駆動電圧をゲートドライバに出力する駆動電圧発生部と，
　前記制御部から提供される前記ゲートドライバ駆動用信号，及び前記駆動電圧発生部か
ら提供される前記ゲート駆動電圧を，複数のスキャンラインに出力するゲートドライバと
，
　複数の前記スキャンラインまたは複数の前記データラインの入力端の非画素領域に設け
られ，前記スキャンラインまたは前記データライン各々への信号印加の有無を切り換える
複数のオン／オフスイッチング素子と，
　複数の前記スキャンライン，複数の前記データライン，及び画素電極を含む，複数の画
素領域を備えた第１平板表示素子パネル及び第２平板表示素子パネルと，
　を備え，
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　前記第１平板表示素子パネルのｎ番目のスキャンラインまたはデータラインと，前記第
２平板表示素子パネルのｎ番目のスキャンラインまたはデータラインとは，前記オン／オ
フスイッチング素子を介して前記ゲートドライバまたは前記データドライバに一つの配線
で接続されていることを特徴とする平板表示ディスプレイ素子。
【請求項１３】
　前記制御部から指令を受け，前記オン／オフスイッチング素子を制御するオン／オフス
イッチング素子制御部をさらに備えることを特徴とする請求項１２に記載の平板表示ディ
スプレイ素子。
【請求項１４】
　前記複数のオン／オフスイッチング素子が前記第１平板表示素子パネルの複数の前記ス
キャンラインまたは複数の前記データラインをオン状態にする場合には，前記第２平板表
示素子パネルの複数の前記スキャンラインまたは複数の前記データラインをオフ状態にす
ることを特徴とする請求項１２または１３に記載の平板表示ディスプレイ素子。
【請求項１５】
　前記オン／オフスイッチング素子は，薄膜トランジスタであることを特徴とする請求項
１２～１４のいずれかに記載の平板表示ディスプレイ素子。
【請求項１６】
　前記薄膜トランジスタは，Ｎ型またはＰ型の薄膜トランジスタであることを特徴とする
請求項１５に記載の平板表示ディスプレイ素子。
【請求項１７】
　ＳＴＮ液晶表示装置，ＴＦＴ液晶表示装置，またはフィールド順次型液晶表示装置に適
用されることを特徴とする請求項１２～１６のいずれかに記載の平板表示ディスプレイ素
子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は平板表示ディスプレイ素子に係り，特に２つの平板表示ディスプレイを有する
デュアル型の平板表示ディスプレイ素子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近来，ノートブックコンピュータやテレビなどの軽量化，薄形化によってディスプレイ
素子も軽量化，薄形化が要求されており，このような要求から陰極線管（ＣＲＴ）の代り
に液晶表示装置（ＬＣＤ）のようなフラットパネル型ディスプレイ素子が開発されている
。
【０００３】
　また，携帯電話が日常化され，携帯電話用の小型のディスプレイ素子である液晶表示装
置が広く使われている。このような携帯電話のうち，フォルダ型携帯電話は一般的に，フ
ォルダを開いた場合にだけ動作状態，例えばアンテナアイコン（受信電界強度），現在時
間，通話圏離脱状態，バッテリー残余量状態，各種機能設定状態などの表示情報を確認す
ることができるようになっている。
【０００４】
　このような従来のフォルダ型携帯電話は，必ずフォルダを開いた後に液晶表示装置を確
認しなければならないので，不便であった。そのため，内外部に窓を同時に備えていて，
フォルダが閉められた状態においても表示情報を容易に確認することができるデュアルフ
ォルダ型携帯電話が開発されている。
【０００５】
　こうして，デュアルフォルダ型携帯電話は，ディスプレイ窓として，デュアルＬＣＤパ
ネルを用いるデュアル型ＬＣＤディスプレイ素子が多く採用されている。図１は，従来の
デュアル型ＬＣＤパネルを駆動するためのデュアル型ＬＣＤディスプレイ素子のブロック
構成図であって，図２はデュアル型ＬＣＤディスプレイ素子の配線状態を示すための説明
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図である。
【０００６】
　図１及び図２を参照すれば，デュアル型ＬＣＤディスプレイ素子は，メインＬＣＤパネ
ルである第１ＬＣＤ１１及びサブＬＣＤパネルである第２ＬＣＤ１２を駆動するために，
それぞれ第１ＬＣＤゲートドライバ３１及び第２ＬＣＤゲートドライバ３２を備えたＬＣ
Ｄゲートドライバ３０，第１ＬＣＤデータドライバ４１と第２ＬＣＤデータドライブ４２
を備えたＬＣＤデータドライバ４０で構成されている。
【０００７】
　ＬＣＤゲートドライバ３０を駆動するためには，制御部１０から駆動電圧発生部２０に
電圧を印加し，駆動電圧発生部２０からＬＣＤゲートドライバ３０に電圧信号を印加する
。これと同時に，制御部１０からゲート駆動電圧を受け，スキャンラインにゲート信号を
印加する。
【０００８】
　この時，第１ＬＣＤパネル１１を駆動するためには，第１ＬＣＤゲートドライバ３１は
，電圧オン（Ｖｏｎ）状態を維持し，第２ＬＣＤゲートドライバ３２は電圧オフ（Ｖｏｆ
ｆ）状態を維持する。そして，ＬＣＤデータドライバ４０の場合，制御部１０で第１ＬＣ
Ｄデータドライバ４１にだけデータ信号を印加することによって，第１ＬＣＤパネル１１
が駆動するようになる。
【０００９】
　一方，第２ＬＣＤパネル１２は，上記と違って，駆動電圧発生部２０で第１ＬＣＤゲー
トドライバ３１のゲート駆動電圧はＶｏｆｆ状態を維持し，第２ＬＣＤゲートドライバ３
２のゲート駆動電圧はＶｏｎ状態を維持する。そして，ＬＣＤデータドライバ４０のうち
第２ＬＣＤデータドライバ４２にだけデータ信号を印加し，第２ＬＣＤ１２を駆動するよ
うになる。
【００１０】
　従来の技術では，ＬＣＤゲートドライバ３０，ＬＣＤデータドライバ４０は，もしも第
２ＬＣＤゲートドライバ３２を備える場合には，必ずしも第２ＬＣＤデータドライバ４２
は必要なく，反対に第２ＬＣＤデータドライバ４２が備わっている場合には，第２ＬＣＤ
ゲートドライバ３２はなくても構わない。すなわち，サブＬＣＤドライバは，サブＬＣＤ
ゲートドライバまたはサブＬＣＤデータドライバのうち，いずれか一つだけを備えていれ
ばよい。
【００１１】
　しかし，従来技術の場合には図２に示したように，第１ＬＣＤゲートドライバ３１及び
第１ＬＣＤデータドライバ４１から第１ＬＣＤパネル１１に連結する配線，ＬＬＳ１，…
，ＬＬＳｎ，ＬＬＤ１，…，ＬＬＤｎだけでなく，第２ＬＣＤゲートドライバ及び／また
は第２ＬＣＤデータドライバから第２ＬＣＤパネル１２に連結する配線ＬＬＳｎ＋１，…
，ＬＬＳ２ｎ，ＬＬＤｎ＋１，…，ＬＬＤ２ｎが必要になるので，第２ＬＣＤパネルのた
めの配線が配置される空間に余分，すなわちデッドスペース（ｄｅａｄ　ｓｐａｃｅ：不
要な空間）が存在するようになって，デュアル型ＬＣＤディスプレイ素子の大きさが全体
的に大きくなるという短所がある。
【００１２】
　また，第２ＬＣＤゲートドライバ及び／または第２ＬＣＤデータドライバを必ず備えな
ければならないので，製造費用が上昇するという問題点がある。
【００１３】
　一方，特許文献１及び特許文献２では，デュアルＬＣＤパネルを用いるフォルダ型携帯
電話を開示している。特許文献１及び特許文献２では，携帯電話の内外部窓として，第１
ＬＣＤパネルと第２ＬＣＤパネルで構成されたデュアル型ＬＣＤ（ｄｕａｌ　ｔｙｐｅ　
ＬＣＤ）ディスプレイ素子を用い，デュアル型ＬＣＤディスプレイ素子を一つのＬＣＤ駆
動部または第１ＬＣＤパネル及び第２ＬＣＤパネルを各々駆動するための２個の駆動部を
備えている。
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【００１４】
【特許文献１】大韓民国公開特許第２００１－９７４号明細書
【特許文献２】大韓民国公開特許第２００３－３７１２６号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　しかし，特許文献１及び特許文献２の場合にも，第１ＬＣＤパネル及び第２ＬＣＤパネ
ルを制御するのは，ＬＣＤ駆動部であるので，ＬＣＤ駆動部から第２ＬＣＤパネルへの配
線のためのデッドスペースが存在するという問題点が相変らず存在している。
【００１６】
　そこで，本発明は，このような問題に鑑みてなされたもので，その目的とするところは
，平板表示ディスプレイ素子において，ディスプレイ駆動のための配線部デッドスペース
を低減することにより小型化し，装置の製造原価が低減できる平板表示ディスプレイ素子
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記課題を解決するために，本発明のある観点によれば，第１方向に配列された複数の
スキャンラインと，第１方向と垂直な第２方向に配列された複数のデータラインと，複数
のデータラインと交差する複数のスキャンラインにより形成された，画素電極を含む画素
領域と，複数のスキャンラインまたは複数のデータラインの入力端に設けられ，スキャン
ラインまたはデータライン各々への信号印加の有無を切り換える複数のオン／オフスイッ
チング素子を含む非画素領域と，画素領域の，複数のスキャンライン及び複数のデータラ
インを各々含む，第１平板表示素子パネル及び第２平板表示素子パネルと，を備え，第１
平板表示素子パネルのｎ番目のスキャンラインまたはデータラインと，第２平板表示素子
パネルのｎ番目のスキャンラインまたはデータラインとは，一つの配線で接続されている
ことを特徴とする平板表示ディスプレイ素子が提供される。
【００１８】
　このように，スキャンラインまたはデータラインのどちらかの各ライン入力端に，各々
オン／オフスイッチング素子を接続し，第１平板表示素子パネルを駆動するラインと第２
平板表示素子パネルを駆動するラインとをオン／オフスイッチング素子によって切り換え
ることにより，スキャンラインまたはデータラインのどちらかの第１平板表示素子パネル
を駆動するラインと第２平板表示素子パネルを駆動するラインとを共通にすることができ
るので，配線スペースを低減することができる。
【００１９】
　上記の構成とすることにより，第１平板表示素子パネルのｎ番目のスキャンラインまた
はデータラインと，第２平板表示素子パネルのｎ番目のスキャンラインまたはデータライ
ンとは，一つの配線で接続することができる。一つの配線で接続されているスキャンライ
ンまたはデータラインは，入力端に接続されているオン／オフスイッチング素子により，
第１平板表示素子パネルまたは第２平板表示素子パネルのラインを切り換えることができ
る。
【００２０】
　ここで，ラインの切り換えを行う，オン／オフスイッチング素子は，薄膜トランジスタ
であり，Ｎ型またはＰ型の薄膜トランジスタを用いることができる。
【００２１】
　また，オン／オフスイッチング素子を直接駆動するオン／オフスイッチング素子制御部
をさらに備えてもよい。オン／オフスイッチング素子制御部は，第１平板表示素子パネル
のｎ番目のオン／オフスイッチング素子がオン状態である場合には，第２平板表示素子パ
ネルのｎ番目オン／オフスイッチング素子をオフ状態とすることができる。さらに，オン
／オフスイッチング素子制御部は，一つの電気的信号で，第１平板表示素子パネルまたは
第２平板表示素子パネルの，複数のオン／オフスイッチング素子を同時に制御することが
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できる。
【００２２】
　さらに，第１平板表示素子パネルと第２平板表示素子パネルは，各々，別のゲートドラ
イバ及びデータドライバにより駆動するのではなく，第１平板表示素子パネルと第２平板
表示素子パネルを制御する，共通のゲートドライバ及びデータドライバをさらに備えるこ
とができる。
【００２３】
　また，画素領域は，少なくとも１つのスイッチング素子を備えることができる。ここで
画素領域のスイッチング素子も，Ｐ型またはＮ型の薄膜トランジスタを用いることができ
る。
【００２４】
　こうして，上記オン／オフスイッチング素子を用い，スキャンラインまたはデータライ
ンのどちらかの第１平板表示素子パネルを駆動するラインと第２平板表示素子パネルを駆
動するラインとを共通にする構成により，複数のスキャンライン及び複数のデータライン
のうち，一方のライン数がｎ個であるならば，他方のライン数は２ｎ個とすることができ
る。
【００２５】
　上記の平板表示ディスプレイ素子の構成は，ＳＴＮ液晶表示装置，ＴＦＴ液晶表示装置
，またはフィールド順次型液晶表示装置にも適用することができる。
【００２６】
　上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，データドライバ駆動用信号及
びゲートドライバ駆動用信号を発生する制御部と，制御部から提供される前記データドラ
イバ駆動用信号により，複数のデータラインにデータライン駆動電圧を出力するデータド
ライバと，制御部から提供されるゲートドライバ駆動用信号により，ゲート駆動電圧を発
生し，ゲート駆動電圧をゲートドライバに出力する駆動電圧発生部と，制御部から提供さ
れるゲートドライバ駆動用信号，及び駆動電圧発生部から提供されるゲート駆動電圧を，
複数のスキャンラインに出力するゲートドライバと，複数のスキャンラインまたは複数の
データラインの入力端の非画素領域に設けられ，スキャンラインまたはデータライン各々
への信号印加の有無を切り換える複数のオン／オフスイッチング素子と，複数のスキャン
ライン，複数のデータライン，及び画素電極を含む，画素領域の第１平板表示素子パネル
及び第２平板表示素子パネルと，を備え，第１平板表示素子パネルのｎ番目のスキャンラ
インまたはデータラインと，第２平板表示素子パネルのｎ番目のスキャンラインまたはデ
ータラインとは，一つの配線で接続されていることを特徴とする平板表示ディスプレイ素
子が提供される。
【００２７】
　ここで，オン／オフスイッチング素子は，複数のスキャンラインまたは複数のデータラ
インをオン／オフすることにより，第１平板表示パネルを駆動するライン，または第２平
板表示パネルを駆動するラインを切り換えることができる。
【００２８】
　また，制御部から指令を受け，オン／オフスイッチング素子を制御するオン／オフスイ
ッチング素子制御部をさらに備えることができる。そして，オン／オフスイッチング素子
が第１平板表示素子パネルの複数のスキャンラインまたは複数のデータラインをオン状態
にする場合には，第２平板表示素子パネルの複数のスキャンラインまたは複数のデータラ
インをオフ状態にする。
【００２９】
　こうして，第１平板表示素子パネルのｎ番目のスキャンラインまたはデータラインと，
第２平板表示素子パネルのｎ番目のスキャンラインまたはデータラインとは，一つの配線
で接続することができる。一つの配線で接続されているスキャンラインまたはデータライ
ンは，入力端に接続されているオン／オフスイッチング素子により，第１平板表示素子パ
ネルまたは第２平板表示素子パネルのラインを切り換えることができる。
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【発明の効果】
【００３０】
　以上詳述したように本発明によれば，スキャンラインまたはデータラインについて，第
１平板表示素子パネルを駆動するラインと第２平板表示素子パネルを駆動するラインとを
オン／オフスイッチング素子によって切り換えることにより，ラインを共通にすることが
でき，配線数が減少して配線スペースを低減することができるので，平板表示ディスプレ
イ素子を小型化し，製造原価も低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　以下に添付図面を参照しながら，本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお，本明細書及び図面において，実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
，同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００３２】
　図３は，本実施の形態による平板表示ディスプレイ素子である，デュアル型ＬＣＤディ
スプレイ素子を駆動するためのブロック構成図である。図３を参照すれば，本実施の形態
の平板表示ディスプレイ素子は，制御部１００，駆動電圧発生部２００，ＬＣＤゲートド
ライバ３００，ＬＣＤデータドライバ４００，オン／オフスイッチング素子５００，メイ
ンパネルである第１ＬＣＤパネル１１０，及びサブパネルである第２ＬＣＤパネル１２０
を備えている。
【００３３】
　制御部１０は，外部から印加される垂直同期信号と水平同期信号とメインクロック信号
によって第１ＬＣＤパネル１１０及び第２ＬＣＤパネル１２０に印加される共通電圧の周
期と振幅を定義する信号を駆動電圧発生部２００に出力し，データドライバ駆動用信号を
ＬＣＤデータドライバ４００に出力し，ゲートドライバ駆動用信号をＬＣＤゲートドライ
バ３００に出力する。
【００３４】
　データドライバ４００は，データドライバ駆動用信号によってデータ駆動電圧をそれぞ
れ第１ＬＣＤパネル１１０と第２ＬＣＤパネル１２０のデータラインにそれぞれ出力する
。
【００３５】
　駆動電圧発生部２００は，制御部１００から共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）の周期と振幅を
定義する信号を提供され，信号の電圧レベルをアップまたはダウンし，ＬＣＤゲートドラ
イバ３００の駆動のためのゲート駆動電圧（Ｖｏｎ／Ｖｏｆｆ）をＬＣＤゲートドライバ
３００に出力する。
【００３６】
　ゲートドライバ３００は，制御部１００から提供されるゲートドライバ駆動用信号と駆
動電圧発生部２００から提供されるゲート駆動電圧Ｖｏｎ，Ｖｏｆｆをふまえてゲート駆
動電圧をＬＣＤパネル１１０，１２０に出力する。
【００３７】
　この時，本実施の形態では，スキャンライン入力端またはデータライン入力端のうちい
ずれか一つに連結されており，スキャンラインまたはデータラインに各々対応して，連結
しているオン／オフスイッチング素子５００を備え，オン／オフスイッチング素子制御部
６００から電気的信号の印加を受ける。
【００３８】
　第１ＬＣＤパネル１１０を駆動しようという場合には，第１ＬＣＤパネル１１０と連結
されているスイッチング素子５００はオン状態にし，第２ＬＣＤパネル１２０と連結され
ているスイッチング素子５００はオフ状態にして，ＬＣＤゲートドライブ３００から第１
ＬＣＤパネル１１０及び第２ＬＣＤパネル１２０に出力される駆動電圧信号を第１ＬＣＤ
パネル１１０にだけ印加されるようにすることによって，第１ＬＣＤパネル１１０だけが
駆動されるようにする。
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【００３９】
　これとは違って，第２ＬＣＤパネル１２０を駆動するためにはオン／オフスイッチング
素子制御部６００から電気的信号を印加を受け，オン／オフスイッチング素子５００のう
ち第１ＬＣＤパネル１１０と連結されているスイッチング素子はオフ状態を維持し，第２
ＬＣＤパネル１２０と連結されているスイッチング素子はオン状態を維持することによっ
て，第２ＬＣＤパネル１２０だけを駆動させることができる。
【００４０】
　一方，第１及び第２ＬＣＤパネル１１０，１２０は，複数のスキャンラインと，複数の
データラインと，複数の共通電極ラインと，それぞれのスキャンライン及びデータライン
に連結されている薄膜トランジスタと，液晶キャパシタ及び貯蔵キャパシタと，を備えて
いて，ＬＣＤゲートドライバ３００から提供されるゲート駆動電圧（または走査信号）と
駆動電圧発生部２００から提供される共通電極電圧に応答して，ＬＣＤデータドライバ４
００から提供されるデータライン駆動電圧（または画像信号）をディスプレイに表示する
ようになる。
【００４１】
　一方，後に図４に示す配線について説明するように，第１ＬＣＤパネル１１０のｎ番目
スキャンラインまたはデータラインと，第２ＬＣＤパネル１１０のｎ番目スキャンライン
またはデータラインは，一つの配線で連結していることが望ましい。
【００４２】
　このようにすることによって，配線数を減少させることができるだけでなく，走査信号
（ゲート駆動信号）とデータ信号（画像信号）とを駆動するＬＣＤゲートドライバ３００
及びＬＣＤデータドライバ４００を，第１ＬＣＤパネル１１０と第２ＬＣＤパネル１２０
とに別途に備える必要がなく，それぞれ一つのＬＣＤゲートドライバ３００とＬＣＤデー
タドライバ４００だけを備えて，第１ＬＣＤパネル１１０及び第２ＬＣＤパネル１１０を
選択的に駆動できるようになる。
【００４３】
　ここで，オン／オフスイッチング素子５００としては，Ｎ型またはＰ型の薄膜トランジ
スタを用いることができる。
【００４４】
　次に，本発明の実施の形態による平板表示ディスプレイ素子の駆動のための配線を示す
説明図を図４に示す。図４を用いて，配線の詳細について説明する。第１ＬＣＤパネル１
１０及び第２ＬＣＤパネル１２０は，第１方向に配列された複数本のスキャンラインＬＳ
１，ＬＳ２，…，ＬＳｎ－１，ＬＳｎを含み，また，第１ＬＣＤパネル１１０は，第１方
向と垂直である第２方向に配列された複数本のデータラインＬＤ１，ＬＤ２，…，ＬＤｎ
－１，ＬＤｎを含み，第２ＬＣＤパネル１２０も第１方向と垂直である第２方向に配列さ
れた複数本のデータラインＬＤｎ＋１，ＬＤｎ＋２，…，ＬＤ２ｎ－１，ＬＤ２ｎ＋１を
含んでいる。
【００４５】
　そして，第１ＬＣＤパネル１１０及び第２ＬＣＤパネル１２０は，それぞれ複数本のデ
ータラインＬＤ１，ＬＤ２，…，ＬＤｎ－１，ＬＤｎ，ＬＤｎ＋１，ＬＤｎ＋２，…，Ｌ
Ｄ２ｎ－１，ＬＤ２ｎ＋１とこれに交差する複数本のスキャンラインＬＳ１，ＬＳ２，…
，ＬＳｎ－１，ＬＳｎにより形成された領域に形成される画素電極を含む画素領域を備え
ている。
【００４６】
　また，第１ＬＣＤパネル１１０及び第２ＬＣＤパネル１１０のスキャンラインＬＳ１，
ＬＳ２，…，ＬＳｎ－１，ＬＳｎの入力端の非画素領域には各スキャンラインに一つずつ
対応して連結された複数個のオン／オフスイッチング素子５００（Ｓ１１，Ｓ１２，…，
Ｓ１ｎ，Ｓ２１，Ｓ２２，…，Ｓ２ｎ）が備えられている。
【００４７】
　また，第１ＬＣＤパネル１１０の一番目のスキャンラインと第２ＬＣＤパネル１２０の
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一番目のスキャンラインは，一つの配線ＬＳ１で連結されている。同様に，第１ＬＣＤパ
ネル１１０の第ｎ番目のスキャンラインと第２ＬＣＤパネル１２０のｎ番目のスキャンラ
インは，ＬＳｎの一つの配線で連結されている。
【００４８】
　したがって，図２に示された従来の場合には，デュアル型ＬＣＤディスプレイ素子を具
現するためには，第１ＬＣＤパネルのスキャンライン数がｎ個であって，第２ＬＣＤパネ
ルのスキャンライン数もｎ個であるので，必要な総配線数が２ｎ個であるが，本実施の形
態の場合には，スキャンラインの必要な総配線数がｎ個だけであるので，配線数を減少さ
せることができる。
【００４９】
　このように，本実施の形態においては，ｎ番目のスキャンラインＬＳｎにＬＣＤゲート
ドライバ３００からゲート駆動電圧が印加され，第１ＬＣＤパネル１１０のｎ番目スキャ
ンラインと第２ＬＣＤパネル１２０のｎ番目スキャンラインに，同時に駆動信号が印加さ
れることになる。
【００５０】
　それゆえ，ＬＣＤデータドライバ４００からデータ信号が入力されると，第１ＬＣＤパ
ネル１１０及び第２ＬＣＤパネル１２０は，同時に駆動されるようになる。
【００５１】
　しかし，デュアル型ＬＣＤディスプレイ素子は，第１ＬＣＤパネル１１０が駆動されて
も，第２ＬＣＤパネル１２０は駆動されなかったり，またはこれとは反対に，第２ＬＣＤ
パネル１２０が駆動されても，第１ＬＣＤパネル１１０は駆動されなかったりしなければ
ならない。
【００５２】
　従来は，第１ＬＣＤパネル１１０及び第２ＬＣＤパネル１２０の配線を異にして，制御
部１００で信号を選択的に印加することによって選択的に駆動していた。しかし，本実施
の形態においては，各ゲート信号入力端に，各々対応するようにオン／オフを切り換える
オン／オフスイッチング素子５００（Ｓ１１，Ｓ１２，…，Ｓ１ｎ，Ｓ２１，Ｓ２２，…
，Ｓ２ｎ）を備え，第１ＬＣＤパネル１１０を駆動する場合には，オン／オフスイッチン
グ素子５００のうちＳ１１～Ｓ１ｎのスイッチング素子はオン状態にして，第２ＬＣＤパ
ネル１２０の入力端にあるＳ２１～Ｓ２ｎのスイッチング素子はオフ状態になるようにす
る。
【００５３】
　これとは反対に，第２ＬＣＤパネル１２０を駆動しようとするなら，第２ＬＣＤパネル
１２０の入力端に配置されているスイッチング素子Ｓ２１～Ｓ２ｎをオン状態にして，第
１ＬＣＤパネル１１０の入力端に配置されているスイッチング素子Ｓ１１～Ｓ１ｎをオフ
状態にすればよい。
【００５４】
　このようにすることによってスキャンラインの配線数を増加させずに，選択的に第１Ｌ
ＣＤパネル１１０，または第２ＬＣＤパネル１２０を駆動させることができる。
【００５５】
　先にも述べたように，オン／オフスイッチング素子５００は，薄膜トランジスタで形成
されることが望ましく，前記薄膜トランジスタはＮ型またはＰ型薄膜トランジスタを用い
ることができる。
【００５６】
　そして，オン／オフのスイッチング素子５００を直接駆動するために，オン／オフスイ
ッチング素子制御部６００をさらに備えることができる。オン／オフスイッチング素子制
御部６００は，オン／オフスイッチング素子５００に電気的信号を印加することによって
，オン／オフ状態を制御できる。
【００５７】
　また，オン／オフスイッチング素子制御部６００は，一つの電気的信号だけで第１ＬＣ
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Ｄパネル１１０，または第２ＬＣＤパネル１２０のオン／オフスイッチング素子５００の
オン／オフを同時に制御できる。
【００５８】
　また，本実施の形態では，ゲート信号とデータ信号を発生して印加するためのＬＣＤゲ
ートドライバ３００及びＬＣＤデータドライバ４００を，第１ＬＣＤパネル１１０と第２
ＬＣＤパネル１２０との各々に対して別途に備える必要がなく，各々一つのＬＣＤゲート
ドライバ３００及びＬＣＤデータドライバ４００だけを備え，選択的に第１ＬＣＤパネル
１１０及び第２ＬＣＤパネル１２０を駆動できるので，駆動ドライバの数を減少させるこ
とができる。
【００５９】
　本実施の形態では，スキャンラインの配線を例を挙げて説明したが，前記データライン
の場合にも適用できる。この時は，スキャンラインは，第１ＬＣＤパネル１１０と第２Ｌ
ＣＤパネル１２０に対して個別にそれぞれ形成しなければならない。
【００６０】
　一方，スキャンラインＬＳ１，ＬＳ２，…，ＬＳｎ－１，ＬＳｎ及びデータラインＬＤ
１，ＬＤ２，…，ＬＤｎ－１，ＬＤｎ，ＬＤｎ＋１，ＬＤｎ＋２，…，ＬＤ２ｎ－１，Ｌ
Ｄ２ｎ＋１によって囲まれた領域（画素領域）には，各画素領域ごとに少なくとも１つの
スイッチング素子を備える。
【００６１】
　スイッチング素子（例えば，Ｐ型またはＮ型の薄膜トランジスタ）は，スキャンライン
を介してゲート電極Ｇに印加されるゲート駆動電圧によってオン／オフ状態を維持し，ま
た，データラインを介してＬＣＤデータドライバ４００からソース電極Ｓを介してデータ
信号（画像信号）の入力を受けて，ドレイン電極Ｄを介して画素電極に画像信号を伝達す
ることにより，画素領域内にある平板表示素子によって光が発生する。
【００６２】
　以上のように，本実施の形態では，駆動ドライバ数を減少させ，さらに平板表示ディス
プレイ素子の配線数を従来に比べて減少させたので，素子基板のデッドスペースが減少し
て平板表示ディスプレイ素子を小型化することができ，製造原価を低減させることができ
る。
【００６３】
　以上，添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが，本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において，各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり，それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【００６４】
　本実施の形態においては，デュアル型ＬＣＤディスプレイ素子について記載したが，平
板表示ディスプレイ素子であれば適用可能であり，有機電界発光素子または液晶表示ディ
スプレイ素子において適用が可能である。液晶表示ディスプレイ素子としてはＳＴＮ液晶
表示装置（Ｓｕｐｅｒ　Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ　ＬＣＤ），ＴＦＴ液晶表示装
置またはフィールド順次型液晶表示装置（Ｆｉｅｌｄ　Ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ　ＬＣＤ）
等に用いることができる。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　本発明は，平板表示ディスプレイ素子に適用可能であり，特に２つの平板表示ディスプ
レイを有し，小型化を目的としたデュアル型の平板表示ディスプレイ素子に適用可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】従来のデュアル型ＬＣＤパネルを駆動するためのブロック構成図である。
【図２】従来のデュアル型ＬＣＤディスプレイ素子の配線状態を示す説明図である。
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【図３】本実施の形態によるデュアル型ＬＣＤパネルを駆動するためのブロック構成図で
ある。
【図４】本実施の形態によるデュアル型ＬＣＤディスプレイ素子の配線状態を示す説明図
である。
【符号の説明】
【００６７】
　１００　　　第１ＬＣＤパネル
　１１０　　　制御部
　１２０　　　駆動電圧発生部
　１３０　　　ＬＣＤゲートドライバ
　１４０　　　ＬＣＤデータドライバ
　１５０　　　オン／オフスイッチング素子
　１６０　　　オン／オフスイッチング素子制御部
　２００　　　第２ＬＣＤパネル

【図１】 【図２】
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